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本日の概要と目的
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事業の構想・計画段階から本町が必要とする事業条件等のまとめと

ともに、民間のノウハウを発揮してもらえる事業スキーム、事業者にと

って魅力のある事業構築を目指した。

大型の事業の経験が乏しい中で、ハンズオン支援にて専門家の支援

ももらいながらDBO方式によるプール等整備工事を行い、本年オペレ

ートによる運営を開始した。
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芽室町営水泳プール等

整備事業の概要
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国交省プラットフォーム、独自サウンディングにて意見交換

設計段階から運営・管理者を担うオペレート事業者の意向反映

DBOによる新規整備施設と既存施設等を一体で指定管理による運営
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国交省プラットフォーム、独自サウンディングにて意見交換

設計段階から運営・管理者を担うオペレート事業者の意向反映

DBOによる新規整備施設と既存施設等を一体で指定管理による運営
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「学校教育型」、「健康増進型」を基本に多様なニーズ・適切に応じたスポーツし

やすい環境づくり

施設整備方針

運営・維持管理を念頭においた整備手法の導入（DBO方式など）

周辺既存施設を活用したエリア一体での運用・管理

特徴

多様な世代、ニーズに対応するサービス提供

課題

近接する「勤労青少年ホーム」活用や体育施設や地域集会機能との連携

エリアマネジメントによる効果

町民・近隣市町村住民

（幼稚園、保育園、小中学校での授業、５０歳以上）

主な利用者層／ターゲット
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官民連携への期待
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国交省プラットフォーム、独自サウンディングにて意見交換

設計段階から運営・管理者を担うオペレート事業者の意向反映

DBOによる新規整備施設と既存施設等を一体で指定管理による運営
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なぜ構想・計画段階から民間事業者との対話を実施したのか

事業の運営・維持管理を行うのは民間事業者。民間事業者がやりやすい仕組みを把握する。期間（運営

期間）、任意提案施設の可能性模索などを盛り込んだ発注の諸条件となる計画を策定するため。

本町が事業を計画していることを知らせ、事業参加意欲を高めてもらう。事業を進める事業者なしでは考えられ

ない。
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国交省プラットフォーム、独自サウンディングにて意見交換

設計段階から運営・管理者を担うオペレート事業者の意向反映

DBOによる新規整備施設と既存施設等を一体で指定管理による運営
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なぜDBOを実施したのか

整備した施設を多くの町民の方に使っていただくため魅力ある事業運営が必須となる。民間のノウハウを最大限

発揮してもらうため、設計段階からオペレートにも参画してもらう仕組みを採用した。PFIは事業規模から成立させ

るのが難しいことはサウンディング調査で把握。

オペレートが入っていることで計画段階から民間の経営感覚による任意提案施設の提案に期待した。任意提案

施設は、社会体育施設の公共設計では魅力が乏しくなりがち。
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ハンズオン支援
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官民連携への課題

官民連携や大型事業の経験が少なく、どのように進めていけばよいのか。どこに注意してスキームを構築してい

くべきなのか。サウンディングは聞いたことはあるが、具体的に何をどのように話せばよいかなど疑問や不安は多

い。

事業者がいなければ事業を進めるのは困難であるが、事業者は興味をもってくれるのか。興味をもってくれる条

件はどのようなものか。知り合いの事業者も乏しい。
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ハンズオン支援 ノウハウの少ない人口２０万人未満の自治体に専門家派遣

課題である不安を払拭するため、インターネットではない専門家に相談ができるのは大きい。進め方、スケジュー

ルなど積極的なアドバイスも経験がない中で担当者を助けてもらった。

今まで町と付き合いのない事業者を紹介してくれた。サウンディングでは、町の意図を充分理解した上で、民間

事業者がどこに関心を寄せているのかを引き出すため進行を努めてくれた。

専門家を派遣はしてくれるが、町の受託者ではなく基本的に成果品をつくるわけではない。町担当者がペンを握

り自分ごととして取り組む必要はある。
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整備内容
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整備概要

H30 基本構想策定

R1 基本計画策定 サウンディング等ハンズオン支援活用

R2 事業者選定プロポーザル

R3 設計

R4 施工

R5 新プール供用開始 現在既存プール棟解体工事

設計者 創造設計舎・アトリエブンク

施工者 宮坂・川田・鍵谷

運営・維持管理 芽室ビル管理・十勝広域森林組合

事業費 １５.４億円（新築プール建設、旧勤労青少年ホーム改修、外構、既存プール棟解体）

敷地面積 22,400㎡ 延べ床面積 2,009㎡（プール棟渡り廊下） 615㎡（旧勤労青少年ホーム改修）

（4,266㎡（既存総合体育館）工事は行っていない）
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